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2023年度春セメスター、APUキ
ャンパスは熱気に包まれていま
す。その背景には、サステイナ
ビリティ観光学部（ST）の新設
や、APUの教育開発・学修支援
センター（EDLSC）の科目を含
む、カリキュラムの改革があり
ます。
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今セメスターのプロジェクトQで
は、サステイナビリティ観光学
部と教育開発・学修支援センタ
ー（EDLSC）の著名な2人の教授
にインタビューし、その教授法
を分析することで、他の先生方
の新境地を開拓する一助になれ
ばと考えております。



ブイ タン フォン教授は、オーストラリ
アのグリフィス大学で観光経営学の博士
号を取得したされました。先生はベトナ
ム、オーストラリア、ヨーロッパ、日本
での教育と勤務経験があり、専門分野は
人類学から観光学、人文地理学まで多岐
にわたります。 担当科目は、観光経済
学、イベント・フェスティバル・マネジ
メント、旅行業などです。また、九州大
学との共同オンライン総合学習（COIL）
も教えられています。修士および博士課
程の学生も指導されています。 

  A：サステイナビリティ観光
学部（以下ST）の設置は、APU
の最も新しい取り組みです。持
続可能な開発という世界的な風
潮と、日本国内だけではなく世
界的な観光需要の高まりに対応
する必要性から生まれました。
この学部の基盤は、第一に、グ
ローバルで多様性のある大学で
あるAPUの強み、第二に、本学
と地元別府のコミュニティとの
つながりです。
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1． サステイナビリティ観光学部について

I.はじめに 

 2023年度春セメスター

II. Q&A セクション

Q: サステイナビリティ観光学部
とその特徴について紹介お願い
します。

具体的に言えば、ST のカリキュラムに
は、APM のコースにヒントを得た経営
や起業家を育む授業が含まれており、
同時に APS の学問と関係する 観光、環
境開発、経済学も含まれています。そ
うすることで、STはAPSとAPMの双方の強
みと競争力を生かし、新しく魅力的な
プログラムを開発することができま
す。さらに、デジタル化とデータサイ
エンスの世界的なトレンドも活用して
います。全体として、ST は社会科学と
経営学が孤立したままではなく、相互
に作用し肥沃化し合うような、深みの
ある学際的なプログラムを学生に提供
しています。
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A：　APUで観光学を教えて10年にな
りますが、その間に得た経験が、私
独自のアプローチを形成するのに役
立っています。ご存知のように、観
光は国際的な現象です。そのため、
この分野の研究者や学生は、様々な
国や地域における観光の発展や世界
的な取り組みについて、常に最新の
情報を得る必要があります。私は
APUの多文化環境に感謝していま
す。この環境のおかげで、APUは異
文化学習を経験し、多様な背景を持
つ学生から意見を集めるための優れ
た研究機関となっています。学生の
バックグラウンドや興味から、学生
がキャンパスでの学生生活で直面す
るかもしれない問題、または観光産
業で働くための準備に取り組めるよ
うな演習やプロジェクトを作成して
います。このアプローチの結果、学
生たちはそれぞれの活動により熱心
に取り組み、互いに学び合うように
なりました。

Photo: Green Commons, Cafe
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2．BUI先生の授業スタイル

Q : 授業の進め方について教えてください。

 STの授業のもうひとつの重要な特徴
は、実践的な教育アプローチを取り
入れていることです。私の授業で
は、地域のリソースに合わせた授業
を行い、学生たちに地域の方々と直
接関わりを持ち、実際の生活、地域
の環境を体験するよう促していま
す。こうすることで、学生たちは学
問的知識がいかに現実世界に関係し
ているか、そして実社会がいかに自
分たちの学習の向上に影響を与えて
いるかを知ることができます。この
ような実践は、私のゼミの授業で定
期的に行っています。例えば、学生
に別府の観光地を訪ね、学んだこと
を生かして観光客にインタビューを
したり、観光客の視点から地域の問
題を理解したりしています。そこで
得たものから、地域の問題に対する
解決策を議論したり、APUの学生の多
様なバックグラウンドや経験を活か
して、別府の観光を促進したりする
方法を考察しています。

写真：中津校外学習の様子



学生が興味を持ったトピッ

クに仲間の視点を加えて再

度取り組ませています。
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 例えば、あるゼミの授業では、外国人
宿泊客に別府の伝統的な温泉を体験し
てもらう方法を研究しました。私たち
のプロジェクトは、まず受講生の関心
事 を 集計し、共通の関心事を突き止
めることから始まりました。そして、
別府の有名な観光地であるひょうたん
温泉を訪れたことがある、性別も年齢
もさまざまな 40 人の外国人を対象と
した実習を行うことに決めました。

的影響と、より多くの外国人観光客
をひきつけるための様々な体験をど
のように調整していくべきかを話し
合いました。全体として、学生たち
が単なる学術的、経営的アプローチ
ではなく、観光客の視点から自分た
ちの関心事を再検討し、理解するこ
とができたので、私はこの経験 は
素晴らしい成功を収めたと思ってい
ます。

Q：APUの新棟（グリーンコモンズ）を
どのように活用していますか？
A：　グリーン・コモンズのテクノロジー
と設備は、学生のアクティブ・ラーニング
を促進するのに役立っています。特に、国
内外の他大学と共同で運営する共同学習・
教育活動には重要です。私の担当科目で
は、九州大学の学生や教員との共同授業
（COIL）を実施している。2023年度には、 
APUの新しいテクノロジーを活用した初め
ての遠隔授業が行れます。マルチメディア
を駆使した最新の設備とフレキシブルな教
室環境で、両大学の学生や教員による双方
向のディスカッションが可能です。新校舎
のテクノロジーと設備が可能にした共有型
の授業運営により、教育の質は向上してい
ます。

 また、学生の興味や実
践に応じて授業を調整す
ることで、学生が興味を
持った実生活の問題を積
極的に研究するよう動機
づけています。

 その後、学生たちは
ひょうたん温泉で利
用客にインタビュー
を行い、収集した デ
ータから、温泉が外
国人客に与える心理

写真：九州大学との
共同セミナー



3. チャンスと課題

Q：STの授業を担当する上で、どのようなチャンスや
課題に直面していますか？

A：　前述の通り、STのカリキュラム
は、データサイエンス、統計学、会計
学、経済学、計量経済学などの専門知識
科目を含む様々な学問分野の要素を取り
入れています。このようなスキルに焦点
を当てたSTの新しい授業は、学生の将来
にとって財産となり、起業プロジェクト
を設計したり、技術的な分野へと職業選
択の幅を広げたりするのに役立ちます。

というのも、多くの学生は未だに純
粋に社会科学の観点からSTにアプロ
ーチしているため、STの授業で提示
される技術的な課題に挑戦すること
を恐れているからです。したがっ
て、私たち教員の喫緊の使命は、そ
のような学生の認識を変え、学びが
いのある専門科目を探求し、挑戦す
るよう促すことだと考えています。

 他にも、カフェテリアやグリーンコ
モンズ内にあるオリーブ・カフェな
ど、学生にとって有益な施設もあり
ます。学生たちが勉強したり、交流
したり、絆を深めたりするのに最適
な場所であるだけでなく、これらの
場所を観察したり利用したりするこ
とで、観光産業の重要な部門である
食品流通業の運営について学ぶ貴重
な場ともなっています 。
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 2023 SPRING Edition

写真：カフェ オリーブ

写真：APUカフェテリア



4. 将来の抱負

Q：STの将来について、どのような
考えや抱負をお持ちですか？
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Q：そのような志を達成するために、同僚の先生方や学生に期待することは何
ですか？
A：　教え方や勉強の仕方は人それぞれですが、STの新しいカリキュラムを
一緒に探求し、その課題を受け入れ、自分なりのチャンスを見つけることが
できればと思います。

A：　私たちがSTを設立した目的
は、急速に発展しているサステイナ
ビリティとツーリズムの分野のスキ
ルと知識を学生に提供することで
す。そのため、私たちは常にこれら
の分野からの生の情報を収集・分析
し、地元企業やグローバル企業のニ
ーズに合わせてカリキュラムを更新
し、作り上げていかなければなりま
せん。そうすることによってのみ、
私たちは学生に対する責任を果た
し、学生たちの明るい未来への扉を
開くことができると考えています。

Q：専門的な授業に取り組む意欲を
高めるために、どのような工夫を
されていますか？
A：　ST科目のラーニングパスは、知
識と課題の階層構造で設計されてい
ます。初級レベルの学生は、簡単な
知識から始めます。その後、セメス
ターが進むにつれ、中級、上級クラ
スへ進んでいき、知識が着実に深ま
るようにしています。APUの多くの学
生が語学習得を得意としていますの
で、このような流れで専門分野も習
得していきます。

写真：ブイ先生の授業

写真：ブイ先生と
インタビュアー



Q

名前： ファム・チャン・ヂュック・アイン（アン）
学部：APS (文化・社会・メディア) 
出身：ベトナム
メッセージ : はじめまして！文化社会メディア専攻
の3年のアンです。読書と文章を書くことが好きで、
将来はプロの小説家か脚本家になりたいと思ってい
ます。ALRCSのプロジェクトQに参加することで、大
好きなAPUに貢献しながら、文章を書く練習やスキル
アップもできるなんて、まさに夢のようです。この
記事を読んでくださった読者の皆様に、心から感謝
し、私たちの議論から何か有益なものを見出してい
ただければ幸いです。
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インタビュアー
 

インタビュアーの感想

とは

ブイ教授には、ご多忙にもかかわらず、インタビューの時間を調整していただ
いたこと、大変感謝しています。お話の中で、学生が別府の観光客やサービス
プロバイダーとの交流を通して教えるという、先生の革新的なアプローチに最
も感銘を受けました。個人的には、別府の穏やかなライフスタイルと天然温泉
が、私がAPUに惹かれた最大の要因の一つでした。ですから、ブイ教授が学生
たちに別府の良さを伝え、学んだことを別府観光の発展に役立てるよう指導し
てくれていることを嬉しく思います。 


